
振
る
舞
わ
れ
、
イ
ベ
ン
ト
が
終
わ
っ
た
後

の
子
ど
も
た
ち
が
ニ
コ
ニ
コ
と
帰
っ
て
い

く
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

　
今
回
の
ボ
ラ
バ
ス
の
活
動
を
体
験
し

て
、
テ
レ
ビ
の
報
道
だ
け
で
は
知
る
こ

と
の
で
き
な
い
が
れ
き
被
害
の
実
態
や

子
ど
も
た
ち
の
様
子
を
肌
で
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
最
大
の
収
穫
は「
実
際
に
行
っ
て
み
な

く
て
は
わ
か
ら
な
い
」
を
実
感
し
た
こ
と

で
し
た
。
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学
生
の
活
動
状
況
報
告
〜
常
総
市
水
害
被
害
地
支
援
活
動
〜

２
０
１
５
年
度
常
磐
大
学
同
窓
会
課
外
活
動
奨
励
金
給
付
者
決
定

【
お
知
ら
せ
】 

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｗ
Ａ

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
と
き
わ
ん
こ
」グ
ッ
ズ
販
売
中
！

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
学
部

ヒ
ュ
ー
マ
ン
サ
ー
ビ
ス
学
科
　
３
年
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
千
葉
　
彩
夏
さ
ん

　
２
０
１
５
年
９
月
10
日
に
常
総
市
で

起
こ
っ
た
水
害
被
災
地
を
支
援
す
る
た

め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
バ
ス（
以
下
ボ
ラ
バ

ス
）
の
企
画
・
運
営
を
行
い
ま
し
た
。
ボ

ラ
バ
ス
は
、
10
月
26
日（
月
）
と
10
月
31

日（
土
）
の
二
回
運
行
し
、
参
加
者
は
常

磐
大
学
お
よ
び
常
磐
短
期
大
学
の
学
生
、

教
職
員
合
わ
せ
て
71
名
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
ボ
ラ
バ
ス
事
業
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
振
興
学
部
ヒ
ュ
ー
マ
ン
サ
ー
ビ
ス
学

　
２
０
１
５
年
９
月
の
関
東
・
東
北
豪
雨
に
よ
り
、
茨
城
県
常
総
市
で
は
鬼
怒
川
が

決
壊
し
て
、
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　
本
学
で
は
、
Ｔ
Ｕ
Ｖ
Ｉ
Ｃ(

常
磐
大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー)

サ
ー
ク
ル
が
、
常
総
市
水
害
被
災
地
支
援
活
動
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス

の
参
加
者
を
募
集
し
て
、
支
援
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
様
子
に
つ
い
て
、
Ｔ

Ｕ
Ｖ
Ｉ
Ｃ
の
千
葉
彩
夏
さ
ん
に
伺
い
ま
し
た
。

　
同
窓
会
で
は
、
２
０
１
１
年
度
に
常
磐
大
学
同
窓
会
課
外

活
動
奨
励
金
制
度
を
創
設
し
ま
し
た
。
こ
の
制
度
は
、
同
窓

会
活
動
に
対
す
る
認
知
度
や
理
解
度
の
向
上
を
目
的
と
し
て
、

常
磐
大
学
の
発
展
お
よ
び
社
会
貢
献
に
寄
与
で
き
る
、
ま
た

は
そ
れ
が
期
待
で
き
る
学
生
の
課
外
活
動
に
対
し
て
奨
励
金

を
給
付
す
る
も
の
で
す
。
２
０
１
５
年
度
は
次
の
５
団
体
に

対
し
、
奨
励
金（
学
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
奨
励
金
）
を
給
付
す
る

こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
10
月
２
日
に
奨
励
金

授
与
式
が
行
わ
れ
、
池

田
正
則
会
長
か
ら
給
付

団
体
の
代
表
学
生
に
奨

励
金
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。

　
な
お
、
２
０
１
６
年

度
同
窓
会
総
会
後
に
給

付
団
体
の
学
生
た
ち
に

よ
る
活
動
内
容
お
よ
び

成
果
に
関
す
る
報
告
会

を
開
催
し
ま
す
。

科
の
学
生
５
名
が
Ｔ
Ｕ
Ｖ
Ｉ
Ｃ
の
活
動
と

し
て
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
事
業

は
、
直
接
人
を
派
遣
で
き
な
い
の
で
、
資

金
を
提
供
し
て
応
援
し
た
い
と
い
う
関

西
の
二
つ
の
民
間
組
織「
公
益
社
団
法
人

Ｃ
ｉ
ｖ
ｉ
ｃ
　
Ｆ
ｏ
ｒ
ｃ
ｅ
」「
被
災
地
Ｎ

Ｇ
Ｏ
協
働
セ
ン
タ
ー
」
か
ら
の
寄
付
で
実

施
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
日
の
主

な
活
動
は
常
総
市
内
の
が
れ
き
撤
去
や

片
付
け
、
避
難
生
活
を
し
て
い
る
高
齢

者
や
子
ど
も
た
ち
に
憩
い
の
場
を
提
供

す
る
活
動
な
ど
で
し
た
。

　
例
え
ば
、
10
月
31
日（
土
）
の
活
動
で
は
、

が
れ
き
撤
去
と
集
会
所
で
子
ど
も
と
触
れ
合

う
活
動
の
二
手
に
分
か
れ
て
行
い
ま
し
た
。

　
が
れ
き
の
撤
去
で
は
、
水
害
で
塞
が

れ
た
用
水
路
を
開
通
さ
せ
、
水
田
な
ど

に
流
れ
込
ん
だ
ゴ
ミ
な
ど
を
回
収
す
る

作
業
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
活
動
で
は
他

県
か
ら
駆
け
つ
け
た
消
防
団
の
方
々
と
一

緒
に
班
を
編
成
し
、
交
流
し
な
が
ら
活

動
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
子
ど
も
と
触
れ
合
う
活
動（
常
総
市
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
・
三
坂
児
童

館
・
水
海
道
児
童
セ
ン
タ
ー
主
催
の「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
あ
そ
ぼ
う 

地
域
の
輪
！

元
気
な
Ｗ
Ａ
！
」）
は
、
水
害
で
、
子

ど
も
た
ち
の
居
場
所
で
あ
る
児
童
館
が

被
災
し
た
こ
と
で
、
遊
び
場
が
減
り
不

安
を
抱
え
て
い
る
子
ど
も
た
ち
に
対
し
、

集
会
所
を
開
放
し
て
遊
び
の
機
会
を
提

供
す
る
活
動
で
し
た
。
屋
外
に
エ
ア
ー

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
を
設
置
し
、
屋
内
で
は

折
り
紙
や
塗
り
絵
、
ジ
ェ
ン
ガ
な
ど
の

玩
具
で
子
ど
も
た
ち
が
思
い
思
い
に
遊

ぶ
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

集
会
所
の
和
室
で
は
、
親
御
さ
ん
や
地

域
の
お
年
寄
り
の
方
々
が
集
ま
り
、
和

や
か
に
歓
談
す
る
場
面
も
見
受
け
ら
れ

ま
し
た
。
昼
食
に
は
ホ
ッ
ト
ド
ッ
グ
が

　
常
磐
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

と
し
て
２
０
１
２
年
７
月
７
日
に
誕
生

し
た「
と
き
わ
ん
こ
」。

　
こ
の「
と
き
わ
ん
こ
」
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
グ
ッ
ズ
を
順
次
製
作
し
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
マ
ー
ト
常
磐
大
学
店
に
て
、
数
量

限
定
で
販
売
し
て
お
り
ま
す
。
購
入
を

希
望
さ
れ
る
方
は
お
早
め
に
。

団体名 活動成果の内容 給付金額

ＴＳＳボランティア

ＴＲＩＣＯＬＯＲ

　「いわとき（岩手×常磐）プロジェクト」として、
東日本大震災ボランティア活動を実施しました。昨年
はときわ祭で復興支援企画を実施しましたが、今年は
岩手県の現状をより深く理解するための勉強会を実施
し、9月には現地でのボランティア、12月には震災を
風化させないために本学学生・教職員、地域の方々を
対象に「震災語り部講演会」を開催しました。

200,000 円

TEAM　MASA

　2013年度から開発を重ねてきた「さわれる冨獄三十六
景」の中の代表的作品を、欧文印刷（埼玉県坂戸市）の
開発したUVインクによる点字及び触図印刷技術を使って
触察本を製作しました。
　完成した冊子は、全国の視覚特別支援学校及び関係支
援団体等に寄贈し、学校その他、日常の身近な場所で美
術作品に触れて楽しんでもらう機会を提供しました。

200,000 円

地域政策研究会

　北海道釧路市を会場として10月 17日 ･18日の 2日
間開催された日本公共政策学会「公共政策フォーラム
2015in 釧路」に参加しました。今回の学生コンペのテー
マは、「東京、大都市から地方へ　ひとの流れが地方を
元気に」でした。推計人口と現在の人口を比較において
人口急減が課題になり、日本のどの地方も直面している
ことが問題と考え、人の流れをどのように創るか、釧路
市をはじめとした地方への政策提言を望まれていること
を発表しました。

200,000 円

池田幸也ゼミ

　次の活動を通じて、地域に住む障害者や高齢者、外
国人、児童などと交流を深めました。この経験を通し
て共に生きる社会づくりを進めていきたいです。
①地域で生活する視覚障害者支援活動
②生活困窮家庭の子どもたちへの学習支援活動
③ガーナ料理教室の企画・運営による国際交流活動

198,947 円

「常磐の森」

再生プロジェクトチーム

　水戸市、茨城県、地元企業等、地域の各種団体と連
携し、常磐大学構内と沢渡川流域の公有地の両方にま
たがって広がる「常磐の森」の環境整備とホタル再生
を松原ゼミの学生を中心に結成した「常磐の森」再生
プロジェクトチームで行いました。その一連の活動を
環境省で後援する「低炭素杯 2015」において、「TOKIWA
の森から地域再生 ESD プロジェクト０円の森完成」と
題して発表し、損保ジャパン日本興亜環境財団が選ぶ
「最優秀わくわく未来賞」を受賞しました。

137,684 円

▲他大学の学生と一緒に臨時児童館で
　こども達と触れ合う活動を行ったグループ。

▲池田会長（前列左）、冨田学長（前列右）と
　課外活動奨励金を授与された代表学生たち。

　
現
在
販
売
し
て
い
る
グ
ッ
ズ

ミ
ニ
タ
オ
ル
、
ふ
せ
ん
セ
ッ
ト
、

ぷ
く
ぷ
く
シ
ー
ル
、
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル ▲用水路に流れ込んだゴミなどを

　消防団の方々と撤去する様子。

完売御礼



（2）☆同窓会ホームページもぜひご覧下さい。　　　http://www.tokiwa.ac.jp/̃dosokai/

　

常
磐
大
学
×　

２ 

─ 

３　

○
東
京
学
芸
大
学

　

常
磐
大
学
×　

２ 

─ 

３　

○
宇
都
宮
大
学

　

常
磐
大
学
×　

１ 

─ 

４　

○
山
梨
大
学

　

常
磐
大
学
×　

２ 

─ 

３　

○
聖
学
院
大
学

入
れ
替
え
戦

　

常
磐
大
学
○　

３ 

─ 

２　

×
群
馬
大
学

５
部
残
留

○
第
41
回
関
東
女
子
学
生
剣
道
優
勝
大
会

１
回
戦

　

常
磐
大
学　

３　

対　

２　
東
京
家
政
大
学

　

村
田
紫　

× 

─ 

○　

山
口

　

村
田
る　

× 

─ 

○　

細
谷

　

志
村　
　

○ 
─ 

×　

金
子

　

菊
池　
　

○ 
─ 
×　

平
島

　

青
木　
　

○ 
─ 
×　

川
野

２
回
戦

　

常
磐
大
学　

０　

対　

４　

筑
波
大
学

　

志
村　
　

△ 

─ 

△　

佐
々
木

　
　
　
　
　

× 

─ 

○　

乗
田

　

菊
池　
　

× 

─ 

○　

二
宮

　
　
　
　
　

× 

─ 

○　

大
西

　

青
木　
　

× 

─ 

○　

鈴
木

○
第
16
回
関
東
女
子
学
生
剣
道
新
人
戦
大
会

１
回
戦

　

常
磐
大
学　

１　

対　

２　

立
正
大
学

２０15
年度

 

■ 
野
球
部
秋
季
リ
ー
グ
戦
戦
績

 

■ 

剣
道
部
秋
季
戦
績

○
関
甲
新
学
生
野
球
秋
季
リ
ー
グ（
３
部
中
２
部
）

　

常
磐
大
学
○　

９ 
─ 
３　

×
茨
城
大
学

　

常
磐
大
学
○　

７ 
─ 
２　

×
茨
城
大
学

　

常
磐
大
学
○　

４ 

─ 

０　

×
埼
玉
大
学

　

常
磐
大
学
○　

５ 

─ 

０　

×
埼
玉
大
学

　

常
磐
大
学
○　

７ 

─ 

０　

×
松
本
大
学

　

常
磐
大
学
○　

３ 

─ 

２　

×
松
本
大
学

　

常
磐
大
学
○　

２ 

─ 

０　

×
宇
都
宮
大
学

　

常
磐
大
学
○　

３ 

─ 

０　

×
宇
都
宮
大
学

　

常
磐
大
学
×　

２ 

─ 

３　

○
作
新
学
院
大
学

　

常
磐
大
学
×　

２ 

─ 

６　

○
作
新
学
院
大
学

※
８
勝
２
敗　

２
位　

２
部
残
留

○
関
東
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
秋
季
リ
ー
グ

　
（
男
子
）・
・
・
３
位

男
子　

６
部　

Ｃ

　

常
磐
大
学
×　

２ 

─ 

３　

○
亜
細
亜
大
学

　

常
磐
大
学
○　

４ 

─ 

１　

×
浦
和
大
学

　

常
磐
大
学
×　

０ 

─ 

５　

○
作
新
学
院
大
学

６
部
残
留

○
関
東
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
秋
季
リ
ー
グ

　
（
女
子
）・
・
・
６
位

女
子　

５
部　

Ｂ

　

常
磐
大
学
×　

０ 

─ 

５　

○
淑
徳
大
学

　

村
田　
　

× 

─ 

○　

千
葉

　

志
村　
　

○ 

─ 

×　

斉
藤

　

菊
池　
　

× 

─ 

○　

長
谷
川

２
回
戦

　

常
磐
大
学　

１　

対　

４　
十
文
字
大
学

　

村
田　
　

× 

─ 

○　

千
葉

　
　
　
　
　

× 

─ 

○　

平
澤

　

志
村　
　

○ 

─ 

×　

牛
山

　
　
　
　
　

× 

─ 

○　

永
山

　

菊
池　
　

× 

─ 

○　

卯
月

○
第
10
回
全
日
本
学
生
剣
道
オ
ー
プ
ン
大
会

予
選
リ
ー
グ

　

松
本　
　

× 

─ 

○　
小
菅
（
東
北
学
院
大
学
）

　

松
本　
　

× 

─ 

○　

金
子（
酪
農
大
学
）

　

小
沼　
　

× 

─ 

○　

中
村（
富
士
大
学
）

　

小
沼　
　

× 

─ 

○　
岩
屋（
大
阪
体
育
大
学
）

　

横
須
賀　

× 

─ 

○　

野
島（
中
央
大
学
）

　

横
須
賀　

△ 

─ 

△　

白
石（
東
北
大
学
）

　

青
木　
　

△ 

─ 

△　

山
村（
福
島
大
学
）

　

青
木　
　

× 

─ 

○　
福
井（
鹿
屋
体
育
大
学
）

　

菊
池　
　

△ 

─ 

△　

成
田（
福
島
大
学
）

　

菊
池　
　

× 

─ 

○　
横
澤（
大
阪
体
育
大
学
）

　

志
村　
　

△ 

─ 

△　

海
野（
酪
農
大
学
）

　

志
村　
　

△ 

─ 

△　
今
藤
（
石
巻
専
修
大
学
）

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

１
回
戦

　

志
村　
　

○ 

─ 

×　
笹
田（
国
際
武
道
大
学
）

２
回
戦

　

志
村　
　

× 

─ 

○　

小
松（
別
府
大
学
）

北
関
東
学
生
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
（
後
期
）

　

常
磐
大
学
×　

０ 

─ 

２　

○
作
新
学
院
大
学

　

常
磐
大
学
○　

３ 

─ 

２　

×
群
馬
大
学

　

常
磐
大
学
○　

２ 

─ 

１　

×
高
崎
経
済
大
学

　

常
磐
大
学
×　

０ 

─ 

４　

○
足
利
工
業
大
学

　

常
磐
大
学
×　

０ 

─ 

６　

○
上
武
大
学

　

常
磐
大
学
△　

０ 

─ 

０　

△
宇
都
宮
大
学

　

常
磐
大
学
×　

１ 

─ 

４　

○
茨
城
大
学

　

常
磐
大
学
△　

１ 

─ 

１　

△
関
東
学
園
大
学

　

常
磐
大
学
×　

０ 

─ 

２　

○
白
鷗
大
学

２
勝
６
敗
１
引
き
分
け

○
北
関
東
大
学
交
流
新
人
戦

　

常
磐
大
学
○　

３ 

─ 

２　

×
茨
城
大
学

　

常
磐
大
学
○　

３ 

─ 

２　

×
流
通
経
済
大
学

　

常
磐
大
学
×　

２ 

─ 

３　

○
白
鷗
大
学

　

常
磐
大
学
△　

１ 

─ 

１　

△
足
利
工
業
大
学

　

常
磐
大
学
○　

２ 

─ 

１　

×
宇
都
宮
大
学

３
勝
１
敗
１
引
き
分
け

　
2
0
1
5
年
度
と
き
わ
祭
の
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
私
は
家
族
と
一
緒
に
戦

隊
シ
ョ
ー
を
目
当
て
に
行
っ
て
き
ま
し

た
。
水
戸
で
無
料
で
戦
隊
シ
ョ
ー
が
見

ら
れ
る
か
ら
、
子
ど
も
に
い
い
か
な
ぁ

い
う
気
持
ち
か
ら
で
し
た
。
体
育
館
ス

テ
ー
ジ
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
迫
力
あ
る

ア
ク
シ
ョ
ン
シ
ー
ン
に
、
息
子
は
釘
付

け
状
態
で
見
て
い
ま
し
た
。

　
私
は
、学
生
時
代
の
と
き
わ
祭
で
は
、

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
、
客
寄
せ
に
ナ
ー
ス
服

を
着
て
、
血
圧
測
定
な
ど
を
お
客
様
に

　
常
磐
大
学
同
窓
会
の
皆
様
、
２
０
１
５
年
度
に

国
際
学
部
長
を
拝
命
さ
れ
た
松
原
で
す
。
国
際
学

部
が
設
置
さ
れ
た
１
９
９
６
年
４
月
に
本
学
に
着

任
し
ま
し
た
の
で
、
総
合
講
座
科
目
で
在
学
時
に

私
と
お
会
い
し
て
い
た
だ
い
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ご
記
憶
に
留
め
て

い
た
だ
い
て
い
れ
ば
光
栄
で
す
。
と
は
い
え
、
卒

業
生
に
お
成
り
に
な
ら
れ
て
か
ら
は
ほ
と
ん
ど
の

方
が
「
お
久
し
ぶ
り
」
か
「
初
め
ま
し
て
」
と
な

る
の
で
し
ょ
う
。

　
貴
同
窓
会
の
方
か
ら
「
一
筆
啓
上
い
た
だ
け
な

い
か
」
と
の
こ
と
で
す
が
、多
く
の
方
が
「
あ
ん
た
、

何
者
」
と
い
う
の
も
本
音
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
私
は
大
学
に
入
学
し
た
の
が
１
９
８
３
年
で
す

の
で
常
磐
大
学
人
間
科
学
部
一
期
生
の
方
と
同
じ

で
す
。
学
部
時
代
は
化
学
を
学
び
、
修
士
課
程
で

地
球
環
境
化
学
と
い
わ
ゆ
る
理
系
で
過
ご
し
ま
し

た
。
87
年
に
環
境
科
学
会
が
設
立
さ
れ
る
な
ど
、

当
時
は
環
境
科
学
が
走
り

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
所

属
す
る
修
士
課
程
の
教
員

が
学
会
設
立
に
奔
走
す
る

姿
を
目
の
当
た
り
に
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
状
況

の
中
、
博
士
課
程
進
学
の
際
、
素
朴
に
「
環
境
問

題
っ
て
科
学
の
問
題
と
い
う
よ
り
も
社
会
の
問
題

で
は
」
と
感
じ
た
私
は
社
会
工
学
専
攻
に
転
じ
ま

し
た
。
博
士
論
文
の
審
査
は
社
会
学
、
教
育
経
済

学
、
科
学
史
、
科
学
論
、
環
境
計
画
、
都
市
計
画

を
専
門
に
し
て
い
る
方
に
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　「
ご
専
門
は
」
と
聞
か
れ
、
答
え
る
こ
と

に
し
て
い
る
科
学
技
術
社
会
論
は
英
語
で
は

Science, T
echnology an

d

 Society

あ
る

い
はScience an

d

 T
echnology Studies

と
表
記
さ
れ
る
た
め
、
ど
ち
ら
で
も
S
T
S
と

略
さ
れ
て
い
ま
す
。
科
学
技
術
と
社
会
の
関
係

を
諸
分
野
の
視
点
か
ら
多
角
的
に
理
解
し
、
環

境
問
題
、
生
命
倫
理
な
ど
の
解
決
を
図
ろ
う
と

す
る
分
野
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
私
の
博
士
課

程
時
代
に
は
外
国
は
と
も
か
く
、
日
本
で
一
体

ど
こ
で
誰
が
研
究
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
、
と
い

う
分
野
で
し
た
。
時
に
は
「
君
の
や
ろ
う
と
し

て
い
る
こ
と
は
研
究
で
は
な
く
運
動
だ
な
」
と

言
わ
れ
る
始
末
で
し
た
。
そ
れ
で
も
幸
い
、
散

り
散
り
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
国
内
に
も
相
当

数
の
研
究
者
が
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
そ
の
方

達
の
緩
や
か
な
集
ま
り
と
し
て
１
９
９
０
年
に

S
T
S 

N
e
t
w
o
r
k 

J
a
p
a
n
が
組
織

さ
れ
、
そ
れ
と
は
別
に
科
学
技
術
社
会
論
学
会

が
2
0
0
1
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
東
日
本

大
震
災
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
以
降
、

特
に
科
学
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性
は

高
ま
っ
て
い
ま
す
。
本
年
１
月
22
日
に
閣
議
決

定
さ
れ
た
第
５
期
科
学
技
術
基
本
計
画
に
「
科

学
技
術
と
社
会
と
の
関
係
を
再
考
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
」
と
あ
り
ま
す
。

　
今
回
、
自
分
の
や
っ
て
き
た
こ
と
を
こ
の

よ
う
に
整
理
す
る
機
会
を
い
た
だ
き
、
思
い

起
こ
す
の
は
大
好
き
な
本
学
の
校
歌
で
す
。

不
十
分
で
は
あ
る
で
し
ょ
う
が
私
な
り
に
時

代
の
声
を
聞
き
、
応
え
て
き
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
授
業
で
も
度
々
校
歌
を
話
題
に
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
お
互
い
、
時
代

の
声
を
聞
き
、
時
代
の
声
に
応
え
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
ょ
う
と
。

　
さ
て
今
は
と
い
う
と
、
高
齢
化
社
会
を

研
究
テ
ー
マ
の
一
つ
と
し
て
い
ま
す
。
手

が
か
り
は
認
知
症
で
す
。
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

型
認
知
症
の
患
者
（
母
）
の
介
護
体
験
を

通
じ
た
実
践
的
研
究
と
し
て
写
真
展
を
開

き
、
講
演
を
機
会
に
意
見
交
換
会
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
ご
興
味
あ
る
方
は
ネ
ッ
ト

で
「
母
と
猫
の
記
憶
」
で
検
索
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
皆
さ
ま
と
お
会
い
で
き
る
こ
と
を
楽

し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

MESSAGE

時
代
の
声
が
き
こ
え
る
、

　
　
時
代
の
声
に
こ
た
え
る

 

＊ 

編
集
後
記 

＊

栄
養
ケ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
活
動
し
ま
せ
ん
か
？

「
管
理
栄
養
士
等
」募
集
中
！

国際学部長・教授
常磐大学同窓会顧問

松原 克志
東京工業大学大学院理工学研究科
社会工学専攻博士課程修了 
学位：博士（学術） 
専門：科学技術社会論およびその教育

体
育
会
秋
季
戦
績
報
告

 
■ 
サ
ッ
カ
ー
部
秋
季
戦
績

　 　
異
動
情
報
の
更
新
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

ご
住
所
や
ご
氏
名
の
変
更
等
に
よ
り
、
本
会
か
ら
の
ご
連
絡
を
お
届
け
で
き
て
い
な
い

こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　

ご
住
所
や
ご
氏
名
に
変
更
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
他
、
同
窓
生
の
皆
さ
ま
の
近
況
報
告
等
も
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

＊
同
窓
会
のH

P

か
ら
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

　

http://w
w
w
.tokiw

a.ac.jp/̃dosokai

　

メ
ー
ル

：dosokai@
tokiw

a.ac.jp

　

F
a
x

：

０
２
９
‐
２
３
１
‐
６
０
７
８

　

郵
送

：

〒
３
１
０
‐
８
５
８
５　

水
戸
市
見
和
１
‐
４
３
０
‐
１

　

常
磐
大
学
内　

常
磐
大
学
同
窓
会
事
務
局
宛

　

茨
城
県
栄
養
士
会
で
は
、
県
民
の
健
康
づ
く
り
を
積
極
的

に
支
援
す
る
た
め
に
『
栄
養
ケ
ア
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
』
を
開

設
し
、
栄
養
ケ
ア
事
業
が
実
践
で
き
る
人
材
を
育
成
し
て
い

ま
す
。
活
動
時
間
や
地
域
等
条
件
を
考
慮
し
な
が
ら
管
理
栄

養
士
・
栄
養
士
と
し
て
資
格
を
生
か
す
活
動
が
で
き
ま
す
。

関
心
の
あ
る
方
は
、
県
栄
養
士
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

【
活
動
内
容
】
個
別
栄
養
相
談
、
診
療
所
等
医
療
機
関
に
お
け

る
栄
養
相
談
、
生
活
習
慣
病
予
防
及
び
介
護
予
防
の
食
事
相

談
、
特
定
保
健
指
導
、
地
域
に
お
け
る
食
育
講
座
な
ど

【
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み
先
】

公
益
社
団
法
人
茨
城
県
栄
養
士
会

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
２
９
‐
２
２
８
‐
１
０
８
９

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
２
９
‐
２
２
８
‐
４
２
７
１

(

月
曜
〜
金
曜　

９
：
０
０
〜
17
：
０
０)

 

■ 

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
秋
季
戦
績

お
く
や
み

後
藤

　
和
彦

　
様
（
元
人
間
科
学
部
長
）

小
山

　
博
滋

　
様
（
元
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
学
部
長
）

お知らせ

　２０１６年度常磐大学同窓会
総会の開催を、２０１６年６月
２５日（土）に予定しています。
　会員の皆様へは、開催が正
式に決定した後に出欠回答票
とともに郵送にて、ご案内いた
しますので、ご出席くださいま
すようよろしくお願いします。

先生

し
た
の
で
、
貴
重
な
経
験
で
楽
し

か
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
は
、
と
き
わ
祭
に
ど
の
よ

う
な
思
い
出
が
あ
り
ま
す
か
？

　
毎
年
、
と
き
わ
祭
で
は
、
学
生
が

頑
張
っ
て
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
実
施

し
て
い
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
も
次

回
の
と
き
わ
祭
に
是
非
足
を
は
こ
ん

で
く
だ
さ
い
。

　（
M
）


